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栃木DARC News Letter

 Remission
　　　　　　                 いつまで続く 

       特定非営利活動法人 栃木DARC 
代表理事　栗坪千明 

お盆を過ぎ毎日暑い日が続き、体調管
理が難しくなっておりますが、皆様にお
かれましてはいかがお過ごしでしょう
か。 
ダルクでは幸い何事もなく毎日変わら
ない日々を送っておりますが、コロナに
おける如何ともしがたい閉塞感は耐えが
たいものです。誰にぶつけて良いのかわ
かりませんが、一体いつまで続くのか不
安になります。事件が起きないというこ
とは良いことなのですが、刺激もありま
せん。 
就労も難しくなっており、働く時間が
減り、収入も減って社会復帰もままなら
なくなり、社会復帰者用の部屋を急遽用
意して対応しています。世間ではテレ
ワークや出かけることができないために
家飲みが増え、依存症になりやすい環境
になっています。また回復している依存
症者も実際に仲間と会って話ができる自
助グループが３密回避の観点から、開催
されなかったり、オンラインミーティン
グに切り替わったりして、再発が起きや
すい状況にもなっています。近年回復プ
ログラムが様々な機関で行われています
が、継続プランとして自助グループにつ
なぐという目的が根底から崩れていま
す。グループワークの目的は参加者同士
の相互作用が大きな役割を果たしていま
す。それが大きなマスクをつけ、人と人

との間も離れてよそよそしい感じで行わ
れています。顔を合わせて互いの表情を
見ながらというのも大事なことですか
ら、効果も半減します。ミーティングで
は自分の発した言葉が他のメンバーがど
のような反応をするのかも大事な要素だ
と思います。自分が傷つけられることに
は敏感ですが、他者を傷つけることには
無関心というビギナーも珍しくはないか
らです。 
この時期も過ぎれば、大変だったと思

い出話になるのかもしれませんが、何し
ろ人生においてこんなに長い間の自粛は
初めてです。今後の人生においても自分
の力の及ばないことは起きると思います
が、ここまでショッキングなことは稀で
しょうね。 
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　　　次月活動予定
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9月 
2日　再犯防止推進サポート事業県南家族教室  再乱用防止教育事業県北 

3日　薬物依存症家族の集い 
4日　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

5日　家族教室　再犯防止推進サポート事業県央　再犯防止推進サポート事業県央家族教室　 

　　　家族会　再犯防止推進サポート事業県南家族教室 

7日　アディクションフォーラム実行委員会 

8日　宇都宮保護観察プログラム　アルコール関連問題研究会 

9日　薬物再犯防止対策推進会議 

10日　県北家族の集い 

11日　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導　薬物再犯防止推進サポート事業 

14日　東京保護観察所プログラム　ガイドポスト 

15日　再乱用防止教育事業県南 

17日　再乱用防止教育事業県庁 

18日　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

23日　再犯防止推進サポート事業県南 

24日　宇都宮保護観察所プログラム　再乱用防止教育事業栃木県精神保健福祉センター　 

　　　再犯防止推進サポート事業県央 

25日　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導　再犯防止推進サポート事業 
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栃木DARCの事業 
栃木DARCの事業の多く
は、委託または助成を受桁
形が多く、一般社会に向け
ての特定非営利事業と施設
事業を行なっています。 
特定非営利事業は、一次予
防としての乱用防止、二次
予防の再乱用防止を多く含
み、施設事業は、三次予防
以降となる依存症からの回
復のための場所とプログラ
ムの提供を行なっていま
す。依存症本人が誰かに薬
物を勧めることで薬物問題
が広がるリスクを考える
と、これも乱用防止の一環
であると言えるでしょう。

例年より遅い梅雨が明けた途端に記
録的な猛暑によりかなり暑い日が続い
てますが皆様におかれましてはいかが
お過ごしでしょか。 
Withコロナという事で今年はコロナ
一色の年になりそうですね。オリン
ピックの延期と緊急事態宣言、安倍総
理の辞任、これもコロナ対応の疲れか
らでしょうか。連日ニュースやワイド
ショーでは感染者数やどこの誰が感染
したとか芸能人が感染したニュースば
かりで、コロナ関連のニュースに次第
に飽きてきたし私たちの周辺でコロナ
に感染したという人がいないのでなん
だか遠い世界で起こっているような錯
覚さえ覚えている今日この頃です。 
栃木ダルクでは今のところですがコロ
ナに感染した人はいません。ダルクは
団体生活なので一人が感染してしまう
とし必ず施設にいる人たちが濃厚接触
になりクラスターが発生することから
「外部から絶対に持ち込まない」を徹
底しています。 
当たり前の事ですが、出先でのマスク
着用の徹底や外出先での手洗い消毒の
徹底や県外の移動をなるべく控えてい
ます。もちろん外出から施設に帰って
きた時には手洗いうがいをしてもらっ
ていますし毎朝検温して体調管理を徹
底して行なっています。その甲斐あっ
てかどうかわからないですが、コロナ
に感染しないはもちろんですが、風邪

をひくメンバーが極端に少なくなった
ような気がします。 
しかし本当に今年の夏は暑いです
ね。それに加えてどこに行くにもこの
暑い中マスクを着用しなくてはいけな
いし、この暑い中のマスクの着用は暑
いしかなり息苦しさを感じています。
しかもマスクを着用しないと入れない
店もあるし病院等はマスクを忘れたり
熱があると入れないので、特にマスク
については、移動する車に予備のマス
クを積んであります。 
そんなところで、早くワクチンが出来
てこの騒ぎが収束する事を願いつつ栃
木DARCとしては、新しい生活様式の
元感染予防を徹底して生活していきた
いと思います。 
ありがとうございます。 

最近3rdのワンちゃんの紹介が多かった
ので、今回は2ndのワンちゃんの写真を載
せます。セントバーナードの線です。プー
ルに入って涼を楽しんでいます。 

　　　With コロナ 

     2sc施設長　秋葉紀男 
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 みなさんこんにちは。今回でニュースレ
ターを書かせていただくのは2回目なの
ですが、前回(約1年前)とのちょっとした
考えの違いについて書かせていただきま
す。 
まず初めに,私のアディクションというも
のはとても根深く、重いものだという
事・・・。施設につながりたての頃の私
は、覚せい剤さえ使わなければこの先上
手にやっていけるし、少しだけ施設でク
リーンを作らせてもらえればというとて
も安易な考えでした。ですので施設の
ルールはもちろん、仲間の事を受け入れ
られずにいました。結果、仲間とぶつか
る事も少なくはありませんでしたね。け
れども同じアディクト同士が複数人1つ
屋根の下で生活をするわけですから、似
ても似つかない価値観の反面、よく似た
価値観を持つ仲間も当然いました。それ
に育ってきた環境や経験、年齢も全て
様々。そんな生活を続ける中で、今まで
の私の中での普通が通用しないんです。
今考えれば当たり前のことだと思えるの
ですが。当時は体から薬物が抜けて間も
なかった事だったり、私が自ら選択する
ことが出来る考えが乏しかったりと、本
当に自分は狭い世界で生きてきたんだと
気付かされました。 
　その私にとっての普通っていうのも、
私を受け入れてくれた家族や友達があっ
たからで。それを周りは共依存というけ
れど、私は感謝しています。これがのち
に変わりたいと思うきっかけになります
からね。ただ同じ甘えは繰り返さないだ
けであって。けれどそれに気づけたとこ
ろで、すぐに楽になんてなれませんでし
た。今度はそんな別の感情を持った仲間
を変えようと、私の考えをぶつけていま
した。おそらく何言ってんだコイツ、く

らいにしか思われてませんでしたよw。
これも今となっては、昨日今日会ったば
かりの奴に言われてもですよね。当時の
私は・・・。 
　そして初めて施設につながってから1
年と数カ月が過ぎました。何人もの仲間
が入退寮をしました。私も何度か施設を
出ました。施設の外で過ごしている時っ
て、不思議な事にうまくいかなかった仲
間の事を思い出しましたね。もっと話せ
ば理解できたかもとか、もっと優しく接
すれば良かったとか。とにかくこの施設
生活は、社会の流れの中では見逃してし
まうような気付きを私に与えてくれてい
ます。確実に変えたほうが生きやすいで
あろう私の中のものだったり、逆に貫き
通すべきものだったりと様々です。なん
だか思うんですけど、「他人は変えられ
ない、自分自身が変われ」と聞きます
が、私の考えが変化しつつあるのって確
実に仲間のおかげだし、自分1人じゃで
きない事だろうし・・・。仲間によって
自分は変えられているとも言えるよう
な。そしてそう考えると、苦手な仲間に
も感謝の気持ちが芽生えてくるんです。
それに苦手なものってちょっとしたキッ
カケで。実際に言葉や行動で伝えるのは
まだ先になりそうですが。 
　と、この1年ちょいで私の考えは確実
に変わってきています。それを態度で周
りに伝えていかないといけないと思いま
す。そしていつかこの施設を出る時に、
ここを選んでよかったと、心から皆あり
がとうございますが言えるように。とに
かく今私は、家族・仲間たちに感謝して
います。 

2ndStageCenter 
~回復～ 

2ndStageCenterは、 
回復の中心を担っていま
す。 
ある程度のクリーンを
持ったメンバーが、各々
のプログラムを深める時
期にあたるので、過去を
正しく振り返ること・メ
ンバー同士の関わり方な
どをグループワークに参
加しながら試行錯誤して
自身の回復につなげてい
ます。 
回復を確かなものにして
いくための重要な時期を
この施設で過ごしていま
す。 

  変化と感謝 
   依存症のハニオ
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3rd StageCenter 
～社会復帰～ 

3rd StageCenterは、社
会復帰間近の回復後期・
社会復帰期を担う施設で
す。1st StageCenterで
断薬を目的として規則正
しい生活や体力回復を
し、2nd StageCenter
で個々のプログラムを含
めて過去の整理や人間関
係の作り方を学んだメン
バーが、実際の社会に近
い環境で社会性の獲得
と、健全な家族及び人間
関係を身につけてもらう
事を目的としたプログラ
ムを組んでいます。本人
の責任において生活する
ために起床、就寝などの
時間も特に設けず、職場
に出勤するのと同じよう
にプログラムの開始時間
も設定しています。主体
性を強化して社会復帰の
準備を行う場所です。 

皆様こんにちは、依存性のヒロです。 
今回で３度目のニユースレターになりま
す。ダルクに入寮して２年１ヶ月、現在
３rd　Stage Centerのプログラムを受
けています。 
　２年前、ここでの生活が始まったばか
りの頃は、自分は依存性なんかじゃない
から、今すぐにでも薬物無しの生活が出
来るし、制限された生活もストレスを強
く感じ、退寮のことばかり考えていまし
た。でもプログラムを受け続けているう
ちに、本命の薬物だけではなく他にも問
題がある事に気がつきました、１年位
経った頃でした、本命の薬物（シン
ナー）だけじゃなく、物事の考え方、行
動、感情、人間関係など、いろんな問題
があるんじゃないかと、一緒に生活して
いる仲間から教えられました。あの状態
のままで社会に戻っても、怒りの感情が
コントロールできずに、収まりがつかず
生活が乱れ、孤独、考え方もネガティブ
になっていき、修正できず苦しさを一瞬
でも忘れたい為に、薬物に頼ってしまっ
ていたかも知れません。 
　中学の時に陸上競技をやっていまし
た、地区大会で１位になると、走り終え
た後の体はきついけど、あの何ともいえ
ない爽快感、その後みんなから賞賛され
優越感と気持ち良さ、その感覚は薬物を
使った時の感覚と少し似ていると思いま
す。スポーツの場合、苦しい練習を長い
間続け、少しずつ体を作り試合に望みま
す。勝った時と負けた時の感覚は少し違
うけれど、爽快感、満足感、勝てば幸福
感も得られます、努力が必要となりま
す。薬物の場合、時間をかけず簡単にこ
の感覚を得る事が出来てしまいます。も
う苦しい練習、時間をかけて体を作る必

要はありません。これは「エンドルフィ
ン」「ドーパミン」の作用で、やる気、
元気、幸福感、快感などを感じさせる成
分が頭の中で作用していると言う事で
す。それからスポーツだけでなく、好き
な音楽を聴く、好きな物を食べる、好き
な趣味などをする事でも働くそうです。 
　プログラムで（ウイークリーセッショ
ン）が有ります、１週間自分で行動の目
標を設定して、達成できれば自分の好き
なご褒美が手に入る（食べる）、このプ
ログラムで今迄やらなかった行動を習慣
化して自分の物にする、出来そうな事か
ら試しています。今迄意識していなかっ
たので、新しい発見が有ります、社会に
出てからも自分に合った（出来る）行動
を探しながら続けていきたいと思いま
す。充実感、達成感、満足感、幸福感な
ど、自分の行動で得る事が出来るように
なれば、たぶん薬物は必要なくなると思
います。これを利用して「根拠」になれ
ばいいと考えています。 
　 
　今年の夏も暑さが厳しいです、水分補
給を上手にしながら、夏を乗り切りたい
と思います。特にビタミン不足になり、
カラオケ店で倒れるような事が無いよう
に注意したいと思います。 
　 

  

「根拠のない自信」 

　　　　　　　依存所のヒロ
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Community Farm 
～農業～ 

栃木ダルクに通うメン
バーの中には通常のプロ
グラムが適さない方も少
なくありません。CF (コ
ミュニティーファーム)で
は、薬物依存症以外にも
社会復帰を目指した際に
問題（高齢である・重複
障害がある）を抱えたメ
ンバーがゆっくりと自分
なりの回復を深めて、そ
れぞれの社会復帰の形を
探ってもらうための場所
です。他の男性施設とは
違い、テキストを使った
プログラムも少なく、ス
テージ毎に居場所を変え
る事もありません。 
農作業やボランティアな
どを活動の中心にしてい
ます。金銭管理や処方薬
の管理、家族の再構築な
ど基本的な部分に時間を
かけて丁寧に社会復帰の
準備を行なっています。 

                          振り返り 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アディクトのけけんた 

 初めましての方も知ってるよ～という方
も、初めましてアディクトのけけんたです
m(_ _)m 
　もう早いもので施設生活も9月で8年にな
りますので、何回目のニュースレターだか
分りません。 
　まずざっくりプログラムに繋がる前の事
を書いて行きたいと思います。自分は神奈
川県の川崎が地元で小学生の頃はいじめら
れっ子でした。周りの顔色ばかり気にして
いました。もうその頃から都合が悪くなる
と嘘をつく事をしていたんですね。中学に
入り友達にシンナーを勧められた時も断っ
たら仲間外れにされるとか根性無しとか言
われたくなくて使いました。高校に入りま
したが遊びたくて自主退学してしまい、今
では後悔しています。ある日たまたま同級
生にバッタリ会い、家に行くと大麻を進め
られ昔のトラウマがよみがえり使いました
が自分で買ってまで使う物では無いと思っ
ていたのですが、使う回数が増えて行く毎
に使う量が増えいつのまにか自分で引いて
きてコントロールが出来なくなり、平気で
嘘をつくようになりました。嘘に嘘を重ね
るので、しんどかったですね。周りから人
がいなくなり一人で使い、一人で遊ぶよう
になりSNSなどで、一緒に使う仲間を探し
たり、その度に違う種類の薬を使ったりで
も結局嘘をつくんでまた離れていってしま
うみたいのを続けてきました。最後のほう
は仕事のやる気もなくなり出来なくなり、
親に助けを求めました。横浜の山の上にあ
る精神病院に入院し、川崎DARCに繋がり
ましたが、クスリが止まらず、ある日責任
者から栃木に移動しないかと提案され移動
する運びとなりました。那須1SC 1年2か

月⇒那珂川CF 約4年⇒野木2SC 1年⇒那珂
川CF 約2年という流れで今に至ります。ま
ず那須1SCでは慣れるまでに時間がかかり
遅刻、寝坊が多くペナルティがつき3か月
連続現物が続きました（生活費が貰えずタ
バコ1箱と\120までのジュース）自分の行
動を疑う事をせずに仲間や環境のせいにし
ていて、ある仲間から「今のお前じゃ仲良
く出来ない」と言われたのが伝わってき
て、遅刻、寝坊するなら眠剤以外全部減薬
しようと考え減薬しました（考え方が極端
なのも自分の病気だと今でも思います）。
考え通り寝坊、遅刻が無くなり段々と頭が
スッキリしていくので調子も良くなり先行
く仲間のマネをしてみたり自分なりに楽し
めたと思います。自分には初期施設の那須
1SCが必要だったと今でも思います。 
　那珂川CFのプログラムが農作業で今まで
肉体労働していたので嫌では無かったです
ね。近くに住む星農園さんに教わりながら
色々作業しました。野木2SCではテキスト
系のプログラムが多く、内面を探るみたい
な事で自分の短所だったり癖だったり自分
にはこんなに問題があるのかと思いました
ね。でも楽しく生活出来ました。もともと
那珂川に戻りたい気持ちがあったので、戻
らせて貰いました。戻ってみたら以前とは
違う部分もありましたがすぐに慣れまし
た。農繁期には荒井食品さんに長茄子を出
荷しています。毎年自分で珍しい唐辛子の
苗を買ってきて育てています。去年はジョ
ロキア、今年はカリビアンボンバーという
黄色の唐辛子を作ってます。楽しく施設生
活を送らせてもらってます。 
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施設報告 
1st(導入）１4名　2sc(回復）1４名　3sc(社会復帰）
14名　CF(農業）１1名　PP(女性）15名計68名で活動
しております。 
各々の施設でステージ事のプログラムを実施しております。 

 　 

（献金）那須トラピスト修道院様、他匿名者4名　（献品）匿名者5名 
　とても助かっております。栃木ダルク一同感謝しています 

献品のお願い 
・修了予定者がこれから数名いるので、日用品、家電一式、原付バイ　 
　ク、自転車、その他自立して使用できるものがあればよろしくお願 
　いします。 
・1st StageCenterからソフトボール用品あればよろしくお願いし 
　ます。 
・CFから農機具関係（草刈機、農作業用品、トラクター）等あればよ 
　ろしくお願いします。 

8月にステップアップした仲間3 Stage System 
の概要 

AAや NAなどの自助グルー
プの12ステップを基に、意
味を抽出したものを３段階に
わけ、Stage１～３を最短１
２ヶ月で行います。 
Stage１ 
①認める②信じる③まかせる
ことを通じて、自分のアディ
クションの問題を認め、助け
てくれる存在を信じ、回復プ
ログラムに自分の回復を任せ
るという導入の部分を行いま
す。 
Stage２ 
①過去の整理②本質を探る 
③欠点を取り除く④手放す 
⑤準備する　これまでの問題
の分析をし、自分の問題の本
質を探り、アディクションに
繋がる部分を取り除き、自ら
の問題を手放し、社会の有用
な一員となる準備をしてもら
います。 
Stage３ 
①行動の変化②実行し続ける 
③配慮④継続として、これま
で行ってきたStage１、２の
プログラムを踏まえ、どのよ
うに行動を変化させていく
か、それを実行し続けるには
どうしたら良いか、また他者
とのコミニュケーションはど
のようにするか、これまで
行ってきたことを社会の中で
実践し続けていくには何が重
要かを見出していきます。 

1st   
・ツーヤン　ノボル　フミ　　リーダーへ 
2nd 

・トモ　Stage1～Stage２へ　 
3rd 

・該当者なし 
CF　 
・ヒラチャン　Stage2～Stage3へ 
PP 
・アヤ　Stage２～Stage３へ 

8月の献金・献品

7
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Peaceful Place 
～女性～ 

PP(ピースフル・プレイ
ス）は女性専用の施設で
す。ファースト・セカン
ド・サードの全過程を同
じ場所で過ごしながら、
それぞれの回復を進めて
いきます。女性依存症者
の多くは、それまで生き
てきた背景に様々な問題
を抱えています。生きる
ための道具だったアディ
クションを手放していく
とき、経験を共有し合え
る仲間が小さな安心感を
積み重ねてくれます。そ
の安心感が私たちを自己
否定ではなく自己受容と
いう形に変えてくれるの
です。安全を感じながら
回復を進めていくことが
できる場所とプログラム
を提供すると共に、自分
を大切にする生き方を身
につけてくれるように願
いながらサポートを続け
ていきます。 

　　最近思う事 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　依存症のエミ

　こんにちは。ニュースレターは3回目に
なります。今回は何を書こうかな…と一生
懸命考えているのですが、テーマが思いつ
かないので、最近思った事とかを思いつ
いたままに書いてみようかと思います。 
最近思うのは、お父さんが元気かなと
いうことです。2年くらい前から手紙を書
こうと思ったことが何回かあるのです
が、手紙の下書きまでしてもちろん清書ま
でして、結局内容がいまいちだなとか、便
箋が気に入らないなとかお誕生日に間に
合うように出そうと思ったけど間に合わ
なかったので「お誕生日おめでとう」と
いう内容を消さなきゃいけないなとか、
わざわざ近況をお知らせしなくても私が
施設にいればお父さんも安心しているだろ
うとか、いろんな理由でずっと出せずに
います。なので、もし、お父さんがこの
ニュースレター読んだりしていれば、元気
だよーと伝えたいです。 
入寮当初はすごく鬱で、約半年くらい
ずっとしんどかったのですが、その後精
神科で処方薬を変えてもらったのと施設に
慣れてきたこともあってか、すごく楽にな
りました。私は自他ともに認めるマイペー
スな性格なのもあって、今ではすっかり過
ごしやすく居心地もよくなっています。数
年前に、仕事先の上司が私の異動が決
まったときに「どこへいっても住めば都や
で」と言っていたのが今でもすごく印象的
で思い出します。なので、ダルクという初
めての場所にやってきてもいつの間にか過
ごしやすくなるもんなんだなー、どこへ
いっても何とかなるもんなんだなー、と思
いました。（さすがに刑務所は行きたく
ないですが…。） 

そして、今から1年くらい前からハウス
リーダーという役割をさせてもらっている
のですが、私はどうやってもリーダーとい
うガラじゃないので、最初のほうは「無
理ですーやめたいですー」と言って泣いて
いました。私以外のリーダーはとてもしっ
かりしていて人をまとめるのもうまいし、
仲間の相談にのるのも上手だし私とは全
然違うので、それと比べたら私って駄目だ
なーって思うことがたくさんあります。私
がリーダーやっていいのかなと思うことも
度々あります。でも施設長や他の仲間がす
ごく助けてくれて、私の代わりに役割を負
担してくれたり、支えてくれて、私はやれ
ることをなんとかやっています。　　 
その一方で、今年の１月くらいから摂食
障害がまた出てきてしまって、そのために
ステージダウンもしてしまいました。いつ
までこの状態が続くのかな、とか、先に
進めないなーとか、他の仲間に追い越さ
れちゃうんじゃないかなーとか思ってへこ
んでしまうことも少しはありますが、今
の間に自分の課題をゆっくり取り組めば
いいかなとも思っています。 
今の楽しみは、食べることと、寝るこ
と、それからテレビを観ること（大河ド
ラマが楽しみだったのですが、今はコロ
ナのせいでお休み中で続きがなかなか観
れないのが残念です！） 
摂食のこととか問題も抱えていますが、そ
こそこマイペースに元気にやっている毎日
です。これからも頑張りたいです。 
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1st StageCenter 
～導入～ 

1st StageCenterでは、
回復初期に、生活習慣の
改善と健康的な肉体を取
り戻す事に主眼をおき、
規則正しい生活を目的と
しています。グループ
ワークや学習型のプログ
ラムは少なくして、その
分、作業やスポーツなど
の体験型のものを多く取
り入れて、使わない生活
に楽しみが感じられるこ
とに重きを置いていま
す。依存症者は充実感、
安定感、所属感を取り戻
す必要があり、この三つ
をできるだけ効率よく感
じられるようにプログラ
ムは組まれています。 

自分は以前から、俗に言う止まらない人
のいかに止まらない、その止まらなさ加減
を話題にして仲間たちと笑い合っているの
が、大変好きでした。 
　どんだけ止まらないんだよ、と聞いてい
るだけでニヤニヤしていたものです。バカ
にしているわけではなかったはずですが、
自分とは違う存在としてみなしていたのは
事実でしょう。しかし、実に今、いや、今
より前から私がその止まらない人になって
いました。気付いてしまいました、振り
返ってみれば今に至るまでに長期間クリー
ンでいたことがないし、変な事をしていま
す。あんなに病院に入院したのに。家族に
約束したのに。彼女や友人にもカッコつけ
たのに。今や「あいつ、止まらないやつだ
から」扱いです。多分。入院中も家族の前
でもスリップするのは楽勝って感じでし
た。罪悪感が全く無かったとは言いません
が、可愛いい看護師やケースワーカーに嫌
われたくないからという程度の理由でした
ので本当に薬物が好きなんです。それでい
て回復とはなにかを仲間と語り合ったりす
るのでため息がでてしまいます。それでも
そういった会話の中で気付いたことや感じ
たことはたくさんあります。身につかな
かっただけでやめるチャンスも与えても
らってました。気付けませんでしたけど。
ただの頭でっかちです、恥ずかしい。 
　使い続けている時は判断力も理性も無く
なっていて、思い出すと後悔と罪悪感で青
ざめます。周囲や自分を傷付ける様な事ば
かりを欲望のままにやりました。心が泣い
ているのをよく感じています。乗り越える
べき苦しみや、抑えつけるべき感情を自分
はまだまだ抱え込んでおり果てしない時間
が必要に思えます。 

　やっと施設に繋がり、変化を感じ、プロ
グラムを信じてみようかなという所で、ス
ベりました。すぐにまた止まらなくなりま
した。悩みました、前向きになりかけた心
と体を傷つけてしまった事にとても後悔し
ました。自分のとった行動にショックを受
け屍の様になりました。 
　その後、反省を経て再スタートのチャン
スをもらってプログラムに戻りました。
が、スベりました。入院となり、またスベ
りました。調子に乗り女性にも手を出しか
けましました。そして施設移動が決まりま
した。今度こそは慎重に、調子に乗らない
ように、おとなしくおとなしく、目立たな
いようにを心掛けて栃木ダルクの生活をス
タートしました。反省とともに。しかしす
ぐにスリップしました。さすがにもう後が
ないと感じた私は焦り、間違った方向に向
かい始めました。自分を隠して集団生活し
た所で結局嘘じゃん、と、虚勢を張り自主
退寮を決心しちゃいました。 
　結局長くは持たず、止まらないあの苦し
い状態に速攻後戻り、施設長に助けてもら
いました。薬物が好きなんです。やっぱ
り。好きだけど憎いし、憎いけど使いた
い。絶対やめるけどどこかでチャンスを
伺ってる。これの繰り返しを何度してきた
事か。うんざりします。疲れました。でも
使いたいです。こういうのが一生続くんで
しょうけど、使わないで生きる喜びをまだ
知らないだけかもです。 
　またカムバックしました。屈辱と棚上げ
事項を増やしただけの無駄とも思われる時
間でしたが、戻った時仲間、あたたかかっ
た。それはしっかり覚えてます。何かを得
た気もします。だから今ここに居ます。　　　　　　
おわり 

　　　　止まらない人 
                                              依存症のマックス 
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プログラム紹介

編集後記 
暦の上では秋ですが、まだまだ暑い日が続きま
すね。今年は例年より多く海や川のプログラム
を増やして短い夏を楽しんでいます。 
これから朝晩が涼しくなってくると体調を崩し
やすいと思うので、皆様におかれましてはお体
ご自愛くださいませ。 

編集秋葉

アサーティブ・プログラム 
自分の感情を他人に伝える方法を身につけます。傷
ついているという事を相手に伝えるには勇気がいり
ます。相手を傷つけないで伝えるということも難し
い事です。メンバーはこの事をうまく出来ず、結果
的に自分を傷つけ、アディクションに逆戻りするよ
うな結果を引き寄せがちです。自分の思いをどのよ
うに相手に伝えるか、その最善の方法を身につける
グループワークです。 

スポーツ・プログラム 
このプログラムにおける目的は「体力回復」です
が、その他ソフトボールやソフトバレーボールなど
のだんたいきょうぎを多く取り入れているため、
対人関係の苦手なメンバーが普段話さない他のメン
バーと話しができたり活躍の場があったりと、プ
ログラムを通してメンバー同士の交流を図ることも
視野に入れています。 

��
�		��

����

�


	 NO208.1.10ページ
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